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米
国
に
お
け
る
分
離
化
の
メ
ゾ

ー，

レ
ベ
ル
分
析

J::::Y. 
准ニ2

波

薫

は

と

め

い

筆
者
は
氏
が
同
の
統
治
待
出
の
制
度
と
巡
回
叫
に
、
少
な
か
ら
ぬ
応
特
を
及
ぼ

ν
た
L
P
d
7
2

九
品
川
一
れ
ゐ
禿
同
と
米
凶
の

の
制
没

と
逆
け
川
!
と
の
比
殿
悦
究
L
M

通
こ
で
、
長
が
門
の
統
治
機
怖
の
ブ
、
ク
ロ
的
な
特
州
引
い
人
f
後
の
裂
さ
に
何
ら
治
的
イ
ン
ブ
リ
ム
ワ
ー
ン
ー
一
ン
歩
一

料い
r
ーでつ
f

d山
LM4

事
引
ま
ご
、
統
治
機
構
の
、
な

γ
ケ
タ
?
に
悶
ト
9

る
研
究
、
例
え
♂
ぷ
た
と
議
会
川
L

江
川
示
や
国
政
選
挙
と
の

関
係
、
大
付
領
や
白
出
と
ヨ
司
日
開
法
ぺ

7f
の
同
係
、
あ
る
い
は
也
僚
機
構
と
f

ば
許
7

ノ
ク
タ
}

と
の
同
係
な
ど
伺
'
?
の

い
わ
ば
統
治
紋
構
会
一
構
成
L
r
l
Q
ァ
ク

y
i
に
閣
す
る
ミ
ケ
ノ
口
的
な
州
究
(
関
数
を
特
定
し
て
判
果
関
係
を
拡
論
す
る
研
究
)

は
出
…
ん
い

統
治
構
内
椛
全
体
の
メ
カ
一
↑
ス
ム
を
円
ら
か
に
し
よ

ろ
し
〈
す
る
よ
、
つ
な
災
訓
約
な
研
パ
ん
は
伝
わ
に
し
て
あ
ま
り
多
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
u

1
4

〉
し
、

?
ォ
ォ

制
党
の
茶
廷
は
史
、
ら
で
い

F

ぬ
が
、

ぞ
れ
が
マ
ク
ロ
に
結
7

荷
台
わ
さ
れ

7
、

こ
こ
で
六
つ
マ
ク
口
仔
帯
、
と
は
、
ま
ず
中
長
な
ア
ク
タ
ー
を
持
完
し
、
ル
引
に
は
々
2
7

ウ
タ

I
山
に
お
げ

そ
し
て
、

そ
の
名
経
路
の

一
偶
数
山
修
」

を
柿
弘
一
叫
し
、

に
つ
い
て
分
析
し
た
ミ
ク
ロ
一
叶
究
を
れ
汀
し
た
一
で
、

々
什
経
路
の
「
什
間
関
係
」
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そ
の
咲
か
仏
要
川
一
に
ウ
エ
イ
ト
ハ
川
一
今

L
主
が
ら
、
(
信
一
ド
さ
い
に
る
研
究
で
は
、
憲
法
問
念
ζ

ぃ、
7
7
J
f
ヂ
ア
に
〕
ホ
る
以
内
t
w
U
沼
け
も
含
め

て
)
、
統
治
機
情
ん
体
に
お
け
る
降
ト
ハ

J

行
債
の
制
別
当
キ
組
ナ
!
げ

t
い
く
よ
与
な
研
究
を
イ
メ
ヲ
ジ
し
こ
い
2

刊
し
す
な
わ
ち
、
ミ
ク

け
研
究
L

マ
ク
ロ
州
究
会
架
橋
三
全
体
と
し
一
、
の
「
統
J
h
機
構
地
川
一

こ
で
も
↓
汗
え
る
も
の
ぶ
で
き
な
い
か
?
こ
い
つ
の
が
、

γ

八
、
き
な

立
は
ど
の
制
党
い
口
均
で
も
あ
っ
た
。

門
サ
よ
小
人
、
J

P

}

y

b

J

h

、

ノ
{
日
(
七

統
治
機
仲
間
に
閣
し
て
司
収
川
中

」ト口喧

Jq楕
の

l
要
二
ア
ク
タ
ー
に
位
、
内
J

を
I

代
打
、

(
人
統
釘
あ
る
い
は
内
問
)
、
議
会
、

す各
る 1 '1'

ク
タ

C) 

1対
f~， 
てJ

し晶

、巳

は

y
L
ベ
汀
ノ
ス
が
弔
い
た

γ
ク

h
v
!
の
凝
集
性
と
、

F

ウ
タ

I
山
内
選
好
の
一
地
維
と
い
う
M
M
念
に
勾
一
目

3hh
に
統
ム
門
機
構
の
?
同
一
川
に
小
ヤ
一
照
的
な
常
造
的
要
因
ー
と
し
て
、
大
き
な
影
持
↓
を
止
は
一
7
市
出
は
刀
、
憲
法
ア
/
一
フ
ア
も
分
析
の
刻

集
ド
し
て
似
九
九
を
進
め
て
き
た
…

し
か
し
な
ん
J

ら

だ
の
成
巣
は
あ
ゥ
ト
一
と
は
考
、
ぇ
之
も
の
の
、

7

ク
タ
ー
を
ふ
村
り
干

J
ん
だ
と
は
ワ
え
、
数
値
化
〔
に
く
し
卑
F

百八

r

イ
デ
ア
少
の
い
叫
ん
い
も
当
読
ん
ご
い
た
こ
と
、
あ
る
い
ほ
、
そ
も
そ
も
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
縫
合

L
Y
Vつ
J
う
な
、

三
の
J
M
、
氏
論
が

定
ま
っ
て
、
い
れ
d

い
分
野
で
の
取
り
組
み
で
忠
一

J
I
こ
と
、
ま
4
/
「
灯
初
に
作
ハ
ヌ
骨
折
枠
組
品
一
円
体
の
喜
一
後
的
な
修
正
y
b
悦
吋
に
人
れ
て
、

岡山ド
y
」
け
川
川
引
の
繰
り
返
し
も
且
ん
f

す
る
な
ど
、
方
法
論
的
に
は
祢
め
て
好
弘
的
な
一
千
日

J
Z川
内
出
し
た
こ
と
に
が
り
、
研
究
の
閉
じ
町
的
な

蓋
ム
ロ
札
い
な
プ
に
は
一
疋
の
課
題
が
刊
け
コ
亡
し
る
こ
と
も
汁
覚
を

J

て
い
p

c

(「
d

ふ
こ
〕
で
、
今
祉
の
研
究
は
米
国
ご
成
七
に
論
ヒ
ム
れ
て
い
る
分
市
化
現
象
を
以
り

i
げ
、
議
会
内
部
で
の
選
好
の
変
化
と
い
う
工

1
J

卜
・

L
ベ
ル
こ
の
選
好
の
変
化
の
刊
也
と
、
有
位
者
一
恨
の
選
好
の
変
化
の
河
窓
と
い
う
マ
マ
プ
レ
ベ
ル
一
¥
の
選
好
の
変
化
の
河

題
に
つ
い
じ
比
較
検
討
す
る
と
い
、
っ

い
わ
は
メ
ゾ
・
レ
ベ
ル
じ
の
分
対
中
を
一
?
な
、
つ
形

多
く
の
+
品
川
『
刊
の
あ
る
、
、
ク
口
約
な
山
川
究
の

成
果
を
ど
の
よ
、
つ
仁
マ
ク
ロ
ー
一
一
ア
ル
に
長
や
し
て
川
く
の
か
を
改
め
ご
倹
斗

L
た
い
1
y
i

考
え
る
の

C
あ
る
。

尚
、
本
惰
て
は
紙
一
加
の
関
係
ー
も
あ
り
詳
純
な
説
明
は
で
さ
な
い
が
、

λ

つ
ま
に
半
昔
日
か
り
な
っ
て
き
た
日
米
英
の
統
F
h
機
構
比
較
に
用
問
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に
よ
る
も
の
で
け
で
公
く
、
執
政

す
る
消
光
こ
川
じ
く
、
政
治
変
換
コ
吉
は
ぷ
ι語、
J
円
、
京
の
叶
γ

川
決
に
よ
三
、
改
ま
る
「
政
治
的
交
換
一

お
や
行
設
ぷ
の
決
dt
や
裁
量
に
よ
っ
て
決
ま
る

「
{
幻
以
的
変
長

に
J
W

品川
J

片
、
し
て
い
，
ω干
」

L
r
J
T

山崎山凡に
1
J

て
い
る

与ミ

早

分
短
化
現
象
と
分
析
課
題

米

の

A
H
栂
化
を
め
ぐ
畠
視
点

要
な
ヴー

-~~ 

_c 
L 

ーェム
秒

読

" L そ
しミ L 
!:J ~ 'C 

:ric 
/，::>， 
工

仏

不3

Q 

jJ' 

桜
fじ

レ
ベ
ル
で
は
政
党
、

*，1'，1におけL守也イι。〉メゾ・レベル分有

る"!.，11¥ 
拠

共 j

{ふる
自ヲ dJ 

""，，， 

の
背
町
田
が

分
割
一
ば
古
川
の
問
題
と
恥
入
で
止

分
極
化
4
h
に

η
1
、i

・
レ
ベ
ル
の
も
の
と
、

、
ス
。
レ
ベ
ル
の
も
の
じ
ん
刀
げ
ケ
つ
れ

ム

r
ス
レ
ィ
、
ル
で
は
十
一
行
格
者
が
分
析
の
対
象
J
な
る
、
ま
ず
、
政
允
の
分
怪
化
に
市
内

L
て
匁
?
の
旬
究
省
が

ー
へ
政
党
内
の
イ
一
ア

f
汀
よ

i
的
凝
集
件
の
た
ま
り
と
、
政
党
問
刊
の
イ

T
f
口
広

i
巨
岬
ゅ
の
掠

1

十
八
し
に
工
つ
恥
象
で
あ

一
方
の
民
党
に
記
昨
日
刊
す
と
議
長
の
汎
す
む
執
が
、
他
J

ん
の
政
党
の
過
す
数
と
は
異
な
っ
た
投
裂
を
行
、
っ
ー
政
党
枚
百
一
川

マ
叫
[
回
目
が
所
属
党
の
川
明
?
数
と
い
ず

J

投
票
か
行
、
〕
割
合
で
あ
る

1
4党
一
致
乏

，r:， ;rL 

まる

凶

まな
:) !{る~

)メ

fk 
U 

兄」

ず之

フ打

l止

ご
V
戸
吋
吋
〈
己
己
]
吋
〆

y《

Jew-4-

ー

、

l

む
よ
買
さ

九
八
口
年
代
に
は
川
七
%
、
そ
ー
字
、
九
〈
ひ
ん
年
代
に
は
υ

数
を
村
一
え

じ
~

女
党

A

玖
佼
も
ん
↓
八
(
J
h

什
以
降
い
で
は
八
割
以
!
:
主

ν

て
い
五
一
し

2

て
司
E

今、J
1

-

1

1

/

4

l

f

h

 

力
七
o
r
T
代
に
は
九
%
、

忘
れ
て
は
な
ら
主
い
の
が

;)、

に

1
ノi
ト
・
レ
ペ
凡
に
お
け
る
大
統
泊
の
託
銀
コ
、
あ
る
う
ど
也
、
れ

で
の
ム
仰
い
川
も
ん
け
め
た
広
範
市
川
の
議
品
が
あ
り
怯
平
仁
取
h

投
、
つ
必
叫
が
あ
る
。

マ
ス
・
レ
ベ
バ
で
の
分
緑
化
に
コ
い
と
は

マ
ス
・
レ
ベ
ル
む
の
分
担
化

LT土
張
ず
る
訟
論
で
よ
く
平
ノ
社
ー
に
し
て
弔
い
ら
れ
る
の
は
、
政
党
帰
属
r
立
で
り
よ
け
升
や
政
党
支
持
ナ
ー
の
よ

料
、
持
た
り
文
化
的
争
点
ト
お
け
る
激
し
い
刈
げ
な
ど
で
あ
ゐ
コ

ま
た
分
核
化
ト
つ
い
r
k

は

コ
リ
!
?
・

L
ペ
ル
と
マ
ス
・
レ
ベ
ル

そ
れ
ぞ
れ
釦
々
に
抜
、
っ
と
同
刊
に

コ
リ

l
i

レ
ベ
ル
と
マ
ス
・
レ
ベ
ル
と
の
川
照
的
係
に
つ
い
て
の
メ
ゾ
レ
ベ
ル
で
の
↓
Y
析
も
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部
め
ご
γ
F
H

裂
で
あ
る
と
号
、
え
る
一

木
J

叩
刊
の
分
V

引
の
流
計
は
、

の
ン
ベ
ル
仁
お
い
て
の
分
械
化
の
阿
国
に
つ
い
て
検
討
し
、

V 
h 

戸刀7ヘ、

め
ぐ
る
議
会
の
設
業
決
定
に
対
す
る
日
r
一
八
司
川
な
付
斗
山
、
課
題
を
笥
出
?
仁
整
到

ζ
~
ー
で
、
そ
れ
ら
の
河
係
に
つ
い
て

の
ハ
刀
射
を
込
め
て
い
き
え
い

A
H
栂
化
の
療
臨

エ
川
ト
・
レ
ベ
ル
?
の
昧
同

了
リ

1
p
-
レ川、

J:じ
ハ
ノ
イ
白
レ
ぃ
η
?
求
は
ー
こ
よ
、

〆

Y
一
心
ノ
F
Y
T
1
6
1
1
1
}
i

日
発
作
川
に
党
派
討
な
れ
勤
を
と
る
場
合
と
、

政
党
折
半
部
γ
よ
る
紙
約
を
勺
け
亡
、

統
行
動
を
レ
/
る
均
台
に
一
万
け
-
つ
れ
ノ
ら
で
あ
ろ
う
η

A

先
約
九
世
続

行
動
は
、
議
員
の
一
選
川
町
出
い
慌
が
政
党
内
で
け
け
同
化
し
て
い
る
こ
と

に
よ
る
が
、
試
「
民
は
じ
ら
の
円
混
同
能
性
を
重
楓

f
る
と
い
う
地
治
的
心
境
に
立
て
ば
、

ん
司
権
背
の
選
日
日
ハ
ム
ゲ
チ
相
L

し
た
結
果
と
い
う
二

と
に
な
ふ
っ
他
ん
、
政
党
托
【
円
専
郊
の
統
制
的
役
割
を
主
伺
す

F
3品
川
よ
ね
が
あ
り
、
ぞ
れ
や
一
代
表
オ
る
の
が

D
-
w
e
ヨ
ー
た
の
長
刊
付
政

党
政

F

市
(
。
口
、

2
へ
〕
】
乏
で

q
7
F
Z
3
2
5
2土
へ
岬
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
段
ョ

る

マ
λ

・
レ
八
ル
で
の
原
因

r
p、・
J

V

、
レ
叩
、
ハ
ノ
、
J
r
ι
u
h
f
M
}

ヘゴ、♂
L

、

〆

!

J

:

乙
λ
ノ

f
f
L
i
J
L

A

・
7

ノ
ゾ
ラ
毛
ウ
ッ
ツ
と

K
・
4

リ
ン
グ
ス
は
、
分
極
化
は
政
治
ド
担
ハ
昧
が
あ
り
、
よ
く

情
報
を
知
コ
ナ
暦
で
起
-
一
つ
、
お
り
、
そ
の
人
々
の

γ
λ

・
レ
ベ
ル
と
の
投
票
半
の
上
訴
が
工
ヲ
i
卜
‘
レ
ベ
凡
で
の
分
期
化
の
原
岡

C
あ
る
と
す
る
。
比
対
に
M
L

・
ソ
ノ
寸
↑
な
と
は
、
近
年
(

f
j
)

ペ
ゾ
刊
咋
)

の
い
い
上
六
市
川
北
H

ト
ら
↓
般
の
有
泳
者
は
政
青
山
前
説
家
と
比

べ
て
、
さ
ほ
、
て
分
痘
化
l
て
お
ら
ず
、

マ
ス
・
レ
ベ
ル
で
は
そ
も
そ
も
分
一
州
化
は
お
き
て
い
な
い
と
予

ザよれ

τ
ぷ
以
の
投
票
↑
に
お

は
結
果
で
あ
っ
、
有
作
者
の
選
む
が
原
同
て
あ
る
と
、
白
一
一
向
山
内
に
革
、
λ
が
ん
な
次
挙
研
究
者
カ
多
い
こ
と
や
批
判
し
た
十

エ
リ
ー

t
-
レ
ベ
ル
山
一

γ
極
化
以
明
ら
か
だ
が
、

マ
ス
レ
ベ
ル
で
は
そ
れ
校
札

d

ら
カ
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
じ
こ
う
し
て
向
リ
況
の
対
山
は
、
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」
り
v

ト
・
レ
ぺ
ル
!
こ
マ
ス
・

ν
ベ
ル
テ
架
橋
す
る
活
動
家
凶
に
士
有
す
る
よ
二
ぐ
近
つ
き
な
が
ら
も
、
八
刀
極
に
の
原
引
の
追
允
じ
つ
い

亡
は
、
仲
町
工
)
ト
・
レ
ベ
ル
と
マ
ス
a

シ
ベ
レ
と
の
一
司
の
到
来
同
係
を
ど
の
よ
う
仁
評
価
す
る
の
か
と
い
う
間
組
に
帰
わ
が
す
る
よ

つ
に
也
わ
れ
る
)

エ
)
l
卜
・
レ
ベ
ル
と
ヴ
ス
・

L
ベ
ル
の
け
但
潤

確
か
に

h
治
w
臼
の
混
一
貯
の
変
化
が
原
附
て
あ
り

の
日
以
好
の
変
化
を
結
果
で
あ
る
と
推
定
す
る
、
〕
し
」
は
自
然
な
よ
、
つ
に
久
間
山
わ

れ
る
が

そ
れ
だ
け
で
議
員
の
選
好
恋
化
が
伏
疋
で
さ
ゐ
と
す
れ
ば

h
松
石

ば
党
の
存
F

け
や
役
割
を
一
ハ
リ
に
は
弐
叶
汁
ず
き
な
い
し

の
選
好
の
す
勾
化
は
判
に
よ
J

J

f

説
明
さ
れ
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
術
事
に
降
り
か
ね
な
い
〈

比
八
時
比
J

乞
引
引

a
¥
の
は
、

I

7

3
〉

rJ

J

4

1

C

U
三
l
」

み
と
ア
ブ
一
ワ
壬
ウ
ァ
ノ
ら
の
議
へ
吊
と
も
に
、
活
動
日
一
か
い
唐
へ
の
言
止
が
な
さ
れ
て
い
日
け
、

の

r
Nを
活
到
家
の
存
と
に
め
る
レ
/
子

る

B

ン
ン
ク
レ
ア
の
議
論
も
あ
る
こ
と
で
あ
る

*，1'，1におけL守也イι。〉メゾ・レベル分有

議
員
約
巡
好
の
品
ご
が
、

そ
の
投
E
h
行
動
だ
げ

l
坑
れ
る
と
の
前
提
に
は
、
議
会

な
い
政
散
決
定
の
行
f

を
認

J

ま
た
、

め
る
筆
守
山
一

ιの
研
究
の
立
場
か
ら
は
、
人
主
一
な
漏
脱

J

ザ
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
議
一
民
的
中
点
会
に
お
け
る
校
以
行
動
と
々
権
者

の
選
法
?
に
お
け
る
投
票
行
動
こ
の
関
係
予
分
析
す
る
ζ

な
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
芸
議
さ
れ
て
き
作
一
「
政
山
県
ノ
ノ
叫
L

ワ
ロ
リ
ヨ

〆

v
r
f

と
は
軒
い
も
川
川
係
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
c

こ
の
政
治
参
加
の
問
認
に
触
れ
る
こ
と
な
ノ
¥
し
て
、
出
仇
刊
に
斗
之
↓
-
J

守一げ一校
J

て
巴
い
の
か
と

っ
か
と
い
う
疑
問
も
減
る

?
)
円
以
に
つ
い
と
は
絞
に
分
事
を
す
る
F

~

〆
に

L
て
、
次
じ
説
会
一
ド
お
け
る
分
相
化
v
y

政
策
氏
J

止
の
間
回

を
検
討
す
る
。
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分
極
化
と
議
会
に
お
け
昌
政
策
決
定

二
)
九
日
件
付
波
党
点
J
v
r
辺
高

ド

分
期
化
ru九
象
ヘ
で
の
議
公
に
お
け
る
政
策
山
山
d

疋
に
問
し
と
は
大
き
な
理
論
的
対
守
が
あ
り
、
吉
町
d
J
の
研
究
を
参
与
一
ド
ノ
な
が
ら
哨

却
を
行
、
っ
。
ま
ず
、
山
-LT
の
政
兄
符
し
押
印
の
活
性
化
に
注
口
し
、
新
し
い
改
定
の
行
J日引い転式
L
L
J、週一
m
L
ょ
う
レ
し
た
の
が
つ
-

w-
ロ
l
ド
の
条
が
お
ば
党
政
治
誌
と
あ
る
n

こ
の
対
論
は
後
述
す
る

K
-
ク
レ
ピ
ル
の
批
判
に
答
え
る
形
で
、

j
-
オ

ル

ド

ワ
y
チ
と
ロ
ド
が
発
以
-
修
正
走
行
つ

。
そ
の
条
件
村
氏
党
政
治
論
に
お
U

て
は
、
多
数
川
ず
の
児
解
が
叶
汁
確
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

す
な
わ
ら
、
多
数
党
の
巡
併
が
同
ペ
ペ
恥
む
あ
り
、

そ
れ
-
り
が
反
対
内
lh

の
政
策
見
附
と
単
一
(
な
ゐ
も
の
?
あ
れ
ば
あ
る
は
ど
、
政
人
に
の
統
計

川
明
巣
が
釘
侍
さ
れ
る

し
た
が
っ
て

三
れ
る
ほ
し
乙

政
允
出
山
導
部
に
よ
さ
な
位
限
が
与
子
り
れ
ふ

し
の
条
刊
が
満
ー
に
νA

れ

と
侭
合
さ
れ
る

3

ま
た
、
九
ふ
引
刊
政
十
川
政
、
ω
誌
の
、
一
十
要
目
的
が
、
多
数
派
の
政
宗
?
を
い
丈
副
社
す
る
機
会
本
増
大
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、

2
一

)
ン
に
ン
ダ
・
コ
ン
λ

ロ
ー
ル
に
事
h
…
が
変
化
し
て
い
っ
た

F

」し
y

も
帯
主
で
あ
る

一
一
)
ク
レ
?
ピ
ル
り
に
よ
る
批
判

」
の
長
件
付
政

v~
政
的
論
に
お
し
「
ば

つ
の
方
一
刊
か
ら
批
判
令
、
四
、
子
り
れ
て
い
る

つ
は
ク

ν

ビ
ル
に
」
る
も
の
で
あ
る

議
会
に
お
け
る
伏
d
t
は
多
数
決
い
よ
コ
ど
な
さ
れ
る
の
で
、
わ
へ
定
は

の
わ
一
昨
誌
の
選
r
叶
に
よ
一
U
C
決
ま
y
G
の
で
あ
っ
て

i
f
叫
完
治
叫
す

お
や
仙
川
円
ぷ
会
内
の
川
区
は
、
品
弓
の
包
法
灯
を
よ
叉
更
す
ぬ
効
果
を
拷
た
な
い
〉

指
山
一
宮
」
部
が
絞
刈

つ土ユハリ、

政
v

完
投
票
の
憎
か
な
ど
も

し
と
結
果
で
は
な
く
、

単
い
議
川
川
L

相
川
人
の
選
好
が
同
質
化
し
た
出
間
伐
の
帰
結
に
汎
ぎ
な
い
ο

多
川
抑
冗
と

ま
ん
一
次
パ
空
間
コ
一
で
ノ
H
で、

少
数
1
4

「
ん
の
ぷ
員
の
選
好
が
巨
人
T
ゐ河川

hrが
あ
る
場
台
、
条
件
丁
ノ
ぃ
政
主
政
治
理
論
は
何
ι
り
の
的
結
も
子
烈
で
き
ず
、
こ
の
山
町
論
は
ム
範
な

一辺

応
市
叫
一
吉
村
行
な
い
と
す
る
。

同
時

んぷィヱハ」問コ一一アル一一
f
q
l

」刷用い一に

条
件
付
政
党
殴
ム
旧
公
に
刻
す
る
ん
『
万
な
批
判
舵
枚
証
を
行

JJ
た

被
の
検
証
は
、
政 r 

情_U<iL主! F.;-l r:i・11問 121n〆201:L111 



り
作
の
ち
J

等
t

文
川
を
被
説
明
変
数
f

?

、
説
明
変
数
字
」
政
党
の
を
好
を
小
ー
す
も
の
こ
し
て
、
政
冗
所
属
の
詠
町
主
戸
変
化
)

一
い
ぷ
め
る
場

r、
1':1 

つ
ま
り
議
員
の
選
好
の
決
定
を
わ
一
昨
会
一
外
存
的

の
五
帆
余
外
で
の
還
好
の
十
世
一
作
い
)

に
い
比
ァ
Q

限
切
れ
む
こ
、
ど
(
)
岩
H
Z
L
J
Y
門
開
前
探

(
救
出
肥
が
的
い
ほ
ど
、

一
士
頑
と
円

Jt/二」ハ干〕

之

官

f

1

J

L

j

な
ど
で
の
中
山
肌
佐
の
変
化
、

つ
主
り
議
会
内
在
的
戸
叫
古
川
出
誌
の
議
会
内
と
の
司
王
好
の

守
化
)

、の
fη

一
刀
有
意
な
ほ
と
ト
引
か
な
い
と
の
結
束
を
得
た
こ
の
こ
と
は

談
ん
ム
の
し
吋
竹
内
変
化
計
J

有山一下地入品口円

い
求
め
た
場
台
、

は
大
き
く
な
い
て
と
を
志
味
づ
る
u

克
に
、
政
党
の
統
制
劫
巣
が
あ
る
に
し

cも
、
そ
れ
は
ほ
と
ん

ν
吊
に
パ
統
釘
の
町
中
将
「
h
u
M
r
持
つ

効
果
じ
あ
る
と
主
張
し
た
れ
こ
れ
に
対
し
て
寸

l
ι
v
p
リ
コ
イ
ナ
と
口

l

F
は
、
作
少
数
派
は
イ
ン
コ

l
h
J
に
複
数
存
在
す
る
し
、
実
際
に

政
党
の
一
昨
昌
一
山
員
の
選
好
が
大
き
く
田
な
っ
一
に
い
る
と
F
F
る
な
ら
、

μ

市
汗
付
政
党
政
治
人
古
川
崎
勤

T
4と
以
拾
を
し
(
に
い
る
〈

位
点
、
党
派
の
均
防
本
に
、
ノ
い
て
は
ぷ
府
の
相
続
↑
よ
る
と
い
う
シ
ソ
ク
ラ
!
の
議
舟
ゎ
、
ヘ
ツ

h
l
y
オ
ァ
ベ
/
ハ
イ
マ
ー
に
よ
?
ゐ
条

件
付
政
売
政
治
坪
論
の
安
{
た
件
に
対
日
台
割
政
府
引
先
生
の
樹
立
か
ら
疑
問
い
れ
を
投
げ
か
け
る
批
判
が
あ
る

*，1'，1におけL守也イι。〉メゾ・レベル分有

一

対

立

占

条
件
判
政
w
A

政
治
論
と
、

ケ

M

I

ピ
ル
の
ム
ー
が
投
票
的
ヘ
冷
却
ム
引
ヘ
リ
d
J
な
く
と
も
+
久
y
H
的
な
川
内
り
点
辻
、
選
出
い
恨
の
弘
前
[
目
的
漂
白
の

汀
布
と
そ
の
杉
状
の
可
山
氏
似
の
企
4

、
あ
る
い
は
そ
の
桂
乏
を
ど
の
よ
ヘ
に
考
え
る
か
の
違
い
に
帰
砲
す
る
で
つ
に
守
わ
れ
る
c

主高

早

分
極
化
一
夜
論
の
際
雰

先
に
ヘ
刀
い
晶
化
の
貯
伺
と
、
分
祇
化
羽
象
一

h

で
読
ん
山
内
政
策
久
む
の
却
刊
一
州
訪
川
バ
チ
γ
盆
川
押
し
た
〉
て
一
で
は
、

ユ
j

l
卜
吻
レ
ベ
ル
と

マ
ス
・
レ
ベ
ル
む
の
ー
に
】
関
関
係
が
視
野
に
人
つ
ん
分
短
化
の
尽
凶
を
ぷ
る
一
歳
論
と
、
八
刀
模
化
を
川
淀
t
L
L
h
J
f
d
会
山
川
市
以
下
体
に
お
け
る

山
門
伝
お
な
政
策
決
定
の
あ
り
方
の
変
化
の
談
話
と
を
嶋
別
す
や
し
U

弘
が
あ
る
。
ま
た
似
々
の

ゐ
対
立
の

、j
J
ヨ
1

3

L
J
2
H
h
レ

か
に
す
る
為
に
は
、
も
つ
度
分
幹
化
の
一
此
定

T
法
の
問
題
ー
も
人
け
め
て
〆
Jえ
て
み
る
必
要
が
あ
ゐ
と
J
J
え
る

そ
の
邸
内
山
を
ふ
節
て
不
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そ
ぺ
と
卦
ゅ
う
が
、
ま
ず
J

リ
ト
・
レ
ベ
ル
こ
マ
ス
・

ν
ベ
ル
ー
こ
の
分
)
佳
作
い
の
相
関
関
係
を
め
ぐ
る
誌
論
争
枚
討
す
る
れ

一
次
元
空
関
モ
デ
ル
批
判

分
短
ル
刊
の
程
度
は

K
-
ブ

i
ル
と
日
・
口

i
ゼ

ン

タ

ル

に
d

っ
て
凋
パ
ん
さ
れ
た
五
二
三
『
Z
L
J
↓
向
指
数
な
守
、

一
次
元
川
向
モ
一
ノ

ル
で
謝
じ
い
ソ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

戸
一
れ
に
胡
し
て
は
以

f

町
よ
り
明
也
が
拍
占
叶
弔
さ
れ
て
お
り

め
ぐ
っ
て
の

次
一
元
古
川
モ

勺
ル
に
上
る
分
析
仁
刻
す
る
批
判
C
P
有
力
な
も
の
と

L
て
は
、

1
7
E
-
一人

p
l
Lワ
ノ
人
と

R
-
一
フ
こ
ノ
ウ

y
y
仁
よ
る
も
の
が
あ

ヘ
v
n
1
ク
ス
の
此
判
の
刻
仕
事
は

f
f八川件正、

選
一
町
の
匹
定
住
、

引
川
次
γ

ん
の
盤
技
…
注
ヤ
、

議
員
と
布
佐
内
の
包
活
必
を
同
じ

J

、

レ
ベ
ル
で
引
引

-mvず
る
こ
と

γれ
け
つ
れ
た

f

ん
の
整
快
性
ピ
レ
う
の
は
分
か
り
…
ト
i

い
い
が
、
選
好
杯
肢
が
た
し
て
い
る
と
い

λJK十
了
↓
つ
い
換
ぞ
一
ら
れ
る
だ
ろ
、
っ

の
尚
昆
を

Ar
一
げ
た
こ
と
む
あ
る
勺
伎
は
政
策
誇
庖

ス
v
i
-
-
ク
ス
の
批
判
刊
で
重
品
な
の
は

l土

柄
数
あ
る
と

ν
、
そ
れ
は
議
へ
た
に
何
々
只
体
的

l
決
定
J

↓
れ
る
政
策
M
T
L

町
ー
で
あ
る
ポ
ン
、
J

一
J

、
ノ
・
イ
、
J

コ
ー

主
主
主
し
f

、
有
権
き
と
議
長
か
杭
び
つ
け
る
パ
レ
ン
ス
・
イ
、
J

I

ー
(イ乙
2
】
勺
の
主
主
】
先
)

に
分
け
入
つ
れ
る
と

」
の
ス
ト
ク
ス
の

一
次
冗

M
4
7
ル

バんい
H
w
h
d

ベ
一
ヤ
た
の
が
う
ピ
ノ
ュ
ノ
ノ
ソ
で
ふ
め
る
に
刊
沿
い
い
よ
る
一
、

の
特
川
伎
は
十
七
持
蓄
の
山
市
立
刻
集
合
は
仮
相
以
叫
に
伎
は
伺
苦
の
選
好
業
ひ
と

4
1〕
次
川
一
じ
衣
さ
し
れ
、

そ
し
と
、
有
杭
吉
は
向
ら
の
ん
同
相
〕
口
に

ニ止
L ， 

ラ
Y

/
ウ
〆
コ
は
多
ノ
の
右
権
主
は

μ統
的
政
治
川
町
人
帽
す
か
-
小
す
辞
い

一
一
宮
告
す
る
と
い
川
主
ず
る
て
と
と
あ
q

b

v

う

に

J
E
:
j
l
i
J
:
'
i
i
d
j
 

は
細
か
く
政
策
を
判
訴
は
せ
ず
、

w
b
o

一っと
J

ン
ポ

'
y

ク
な
も
の
で
選
択
す
る
こ
号
、
え
る
ο

そ
う
し
た
s

刊
権
者
の
投
与
行
訪
に
お
け
ゐ

認
識
の
お
淡
を

で
巡
ぶ
「
刀
?
け
O
I
l
-
、
い
ろ
い
ろ
の
リ
荒
川
貯
の
中
で
、
関
心
の
強
肢
が
畏
な
る
ご
い
、
っ

川

い川、いあ
Q
と
|
一
た
の
で
あ
る
。

結
パ
ゴ
子
山
は
、
ぬ
党
の
一
議
員
と

L
i
j
邸
佐
川
V
1
h
J
U
ぷ

ム

ハ

ノ

ιhy
チ
↑

ι
4
1
も

だ

H
〉

f
v

の
ど
L

T

Y

J
ノ

(
の
松
皮

に
あ
り
、
議
会
で
か
伊
々
の
政
恭
を
毒
該
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}

J

、
法
案
だ
け
マ
二
川
公
判
一
ヒ
に
替
五
一
千
表
明
す
る

れ
4
い
法
王
ー
も
吋
か
に
多
い

議
員
一
り
投
票
行
動
こ

中
じ
一
段
、

出
2

か
の
攻
誌
に
可

L
て
て
は
な
ノ
¥
包
括
的
な
r戸
山
集
合
と
三
L

の
ぷ
員
の
選
L
引
に
対
す
る
い
賛
企
を
表
明
す

ω
一
般
F
C
也
告
の
投
票
わ

fd一
7
、

芦
F
J
F
、

同
じ
次
冗
で
論
じ
る
の
は

J

人
一
迎
切
で
あ
る
こ
の
指
引
は
以
前
世

d

ハ
げ
が
あ
る
よ
う
に
足
わ
れ
る
)

A
H
栂
化
膿
論
に
お
け
る
問
題

zdF口
Z
K
J
M
向
指
標
b
、
支
会
仁
お
け
る
弐

H
の
選
好
と
し
て
υ

単
独
に
刑
い
ゐ
な
ら
ば
、
時
系
列
で
の
比
較
守
山
U
能
に
す
ん

V

有
益

な
指
禄
で
あ
る

J

た
だ

工
リ

1
p
-
レ
ベ
ル
と
♂
ス
レ
ベ
ル
の
任
問
関
係
争
」
分
析
J
q
ゐ
J
う
な
場
'
汗
に
は
、
政
来
日
決
定
諜
川
刊
に
つ

い
て
、
ポ
ジ
ヘ
ン
一
-
一
ン
イ
シ
一
J
1
しr
一
パ
レ
ン
ス

-

J

J
ノ
ェ
!
の
遅
し
ゃ
、
悩
々
の
政
策
制
岐
の
山
中
「
、
炭
好
的
的
皮
が
且
一
台
ゐ
可
能
仕

が
あ
る
品
へ
は
け
一
尺
ほ
の
一
次

rI~エ
山
モ
デ
ル
を
使
っ
て
坪
約
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
寺
、
え
ら
れ
る

つ
ま
り
、
宝
山
モ
デ

*，1'，1におけL守也イι。〉メゾ・レベル分有

ル
の
品
開
川
は
γ
ク
タ
1
1

内
幹
¥
仰
な
分
析
に
は
有
効
一
じ
も

こ
り

l
k
-
L
ベ
ル
と
マ
ス
・
レ
ベ
ル
の
よ
与
に
そ
の
政
京
選
好
の
変
化
に

説
的
手
呉
が
認
め
ら

ιる
い
勾
台
に
、
買
な
る
y
ク
タ
ー
町
内
に
お
け
る
相
問
分
析
に
悶
け
い
る
の
に
は
、
山
地
対
で
な
U
と一

E
P
L二

史
に
は

ま
当
、
に
政
治
440か
こ
れ
ま
で
研
究
を
積
み
重
ね
て
き
作
一
「
政
山
県
ノ
ノ
叫
L

ワ
ロ
リ
ヨ

〆

v
r
f

リ
ャ
ト
‘

ν
ベ
ル
と
マ
ス
・
ン
ベ
ル
〆
の
相
悶
ζ

は

と
河
淫
す
る
は
ず
で
あ
る
っ
た
い
述
べ
た
直
示
の
T

一j

ト

-
L
ベ
レ
と
マ

λ

・
L
ベ
ル
L
f

で
の
史
灯
説
化
に
湖
す
る
ヨ
果
日
J

咋
に
ワ

い
て
の
ぷ

h

州
は
、
こ
の
政
治
参
加
の
問
訟
を
分
析
対
仇
試
か
ら
冶
象
工
、
し
ま
う
て
い
る

F

ご
と
に
、
人
き
な
問
題
が
あ
る
♂
#
え
る

J

政
治
ヰ
グ
し
引
の
刊
日
や
は
先
い
述
べ
た
よ
う
な
質
均
な
判
明
鳴
も
城
、
勺
だ
け
に
夫
託
拘
な
研
究
が
少
な
く

こ
れ
ま
ご
い
情
々
の
了
ク
タ

チ
品
目
、
つ
ミ
ク
ロ
の
併
神
戸
と
校
合
さ
れ
て
て
な
か
〉
ょ
に
u

ま
た
、
政

p

沼
山
会
却
の
研
究
は
政
治
的
/
ア
万

υι
下
回
の
選
好
し
〈
経
済
回
一
じ
の

選
前
の
潟
M
M
で
も
叫
確
性
を
ν
へい

L
き
た
、
し
カ
し
、
こ
の
氏
治
参
加
の
問
題
は
ア
ク
タ
ー
山
内
情
却
を
含
む
マ
ク
口
約
分
析
に
と
っ

政
治
だ
け
?
な
く
経
r
引
の
泊
味
も
八
パ
め
と
の
テ

l
タ
を
用
い
ん
実
証
的
な
研
究
が
出
て
き
た
の
て
、

一
、
ギ
り
し
γ
ん
で
あ
り
、
ま
た
最
近
、
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マ
亦
化
を
め
く
る

jtf
・
レ
ベ
ル
の
ぷ
論
ヤ
ア
ク
タ
山
川
に
お
け
る
ミ
デ
ロ
(
三
郎
論
茶
ム

ucき
る
可
柏
戸
位
円
J

川
口
け
て
き
た
c

六
六
年
か
勺
七

ー
に
か
け
ぐ
の
デ
l

h

y

を
崩
い
た
ヴ
ァ

I
パ
h

に
よ
る
研
究

ぺ
改
治
参
加
し
し
市
J
主

多
川
的
に
治
じ
た

h
力
fn
間
引
っ
と
し
て
は
、

が
有
名
で
あ
る
。
そ
の
中
で

司?
?円
叶ド

0) 

F号
、，.

人
ノo
の
宝IJ
ム
ロ

が
相
対
的

「を
く

阪ノi、u主}出 r:i・11開 122υ 〆201:1

1L 

第
一
幸

政
治
参
加
に
山
内
す
る
実
-
一
昨
問
題

先
行
研
究

次
冗
心
川
コ
ア
ル
で
は
一
次
r
h

で
詰
じ
ら
れ
て
し
ま
、
つ
政
治
安
j
ル
の
問
題
を

は
、
好
maへ
の
朴
ん
日
経
凶
的
資
源
と
政
治
安
加
と
の
関
係
い
つ
い
て
、

い
く
つ
カ
の
結
晶
が
惇
ス
一
川
さ
れ
て
い
る

不
一
比
宇
一
お
げ
る
有
権

者
の
投
川
市
の
特
徴
と
し
て
は
、
間
人
的
2ん
U
J

初
、
あ
る
い
は
モ
チ
ベ

1
シ
コ
ン
に
よ
J

て
影
粧
を
一
一
党
け
合
同
引
が
あ
る
こ
!
と
、
位
の
長
川

ト
ふ
川
ソ
、

よ
り
丙
い
市
助
を
一
不
す
引
だ
の
焦
凶
が
あ
る
こ
と
、

政
治
的
関
心
に
関
し
て
は
、

社
主
者
焦
一
仰
が
-MNM
得
直
に
何
ふ
一
、
し
Y

々
が
也
山
山
仇
さ
れ
て
い

九

、
I
J
-
υ木
内
は
競
争
的
政
治
体
制
、
ソ
ー
で
、

明
荷
な
持

WJν
有
す
る
対
J

L
戸
人
向
山
が
政
党
阿
に
引
か
れ
打
線
か
は
さ
ん
で
相
勾
に
引

時
「
る
ん
f

い
、
っ
か
う
三
分
間

J

川
な
続
治
/
ス
一
フ
ム
か
ら
は
取
も
速
い
叫
ん
な
あ
白
什
、

党
以
心
の
継
絞
的
川
μ
1
1三
一
政
治
の

「
個
人
に
が

主
ん

C
い
る
こ
と
、
選
挙
池
山
恒
の
外
側
で
の
マ
ス

-
Jァ
ィ
ア
や
、
注
引
訪
米
μ

畢
司
引
や
市
民
遥
郊
の
重
必
刊
が
古
ま
っ
た
こ
?
こ
が
折
摘
さ

川川

れ
て
い
る
υ

そ
し
て
、
政
ム
U
U

バA
一京
r

J
心
J

ノ
ド
わ
れ
る
と
め
に
は
、
そ
も
そ
も
政
治
を
-
加
が
必
要

T
あ
り
、
そ
の
政
治
参
紅
の
条
件
と
し
て

の
改
治
的
ド
n
h
d
は
、
附
唱
γ

八
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
減
少
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
誉
告
で
終
わ
っ
て
い
る
の

C
あ
る
が
、
そ
の

盤
言
土
門
は
そ
の
長
一
一
あ
ま
り
顧
み
h
v
れ
な
か
っ
た

n

同
憾
に
九
六
心
午
代
ト
人
っ
て
く
る
と
、

多
出

l
義
の
代
夫
前
A

叫
ん
喜
と
目
さ
れ
て
い
た
ダ

I
ル
も
、

多
出

44刊の
d
h
u

疋
山
川
町
山
間
に

も
注
行
ず
る
よ

政
，
日
と
経
併
の
関
係
に
J

い

「
?
と

ι

リ
ー
寸
ニ

J
ノ

j
l匂

口

l
ル
え
の
止
義
4
4
叫
に
も
一
円
枕
す
る
小
で
、
年
一
出
ア
f



と
し

r
¥
官

mr九
一
の
際

誌
の
前
提
で
あ
る
政
出
的
〆
付
与

drつ
い
、
事
前
約
に
そ
の
長
件
を
高
じ
三
い

-" よ
み

/一

し

J

↓
、
少
…

j
F
t
J
A
1
i
 

「
お
会
も
一
古
川
で
あ
y
Q

特
定
快
い
刊
し
f

じ
討
す
る
寄
付
会
』
仰
の
刻
民
は
、
憲
法
修
正
一
条
仁
違
反
す
る
と
す
ふ
パ
ッ
ケ
パ
方

1

日
決
が
川
さ

れ
た
こ
と
を
契
伐
に

J

て
、
「
政
治
に
お
い
て
お
金
は
八
ム
リ

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
色
、
の
議

A
T
W
敵

で

あ

る

〆

す

O
R
‘
ド
ォ

ウ
エ
ン
り
の
殺
し
い
批
判
吋
を
浴
び
ゐ
半
能
ド
起
こ
り
、
霊
法
の
領
域
に
お
い

7
も
ダ
グ
パ
王
お
?
と
民
ド
?
?
に
誌
の
調
係
に
つ
川
て
人
き
な

一
抑
'
計
一
庁
生

1
る
よ
う
に
な
り

こ
の
よ
、
つ
い

九
ハ
ハ
リ
午
代
か
旬
、
政
治
封
切
を
め
く

J

で、ハゲ
γ
川
、
ヂ
義
や
は
人
山
門
川
平
等
と
い
っ
と
伺
TU
で
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ

る
よ

h

つ
に
な
っ
た
に
ノ
て
れ
ら
ほ
凱
鈍
恥
な
談
一
訟
で
あ
る
が
、
デ
ー
タ
を
引
い
た
研
究
で
あ
コ
て
も
多
数
の
領
域
じ
及
、
品
分
析
で
あ
り
、

出

z
問
そ
一
一
ノ
ル
を
崩
し
た
政
的
L

リ
!
?
、
の
投
票
行
動
か
め
ぐ
之
、
ー
ク
ワ
的
な

F

ん一
J
研
究
な
と
よ
村
叫
ん
さ
れ
4
こ
と
は
な
く
、

二L

三
、
れ
ご
い
る
ト
y-

い
~
ノ
レ
ベ
ド
ハ
に
珂
固
ま
っ
て
い
た
と
二
、
〈
る
〈

-
h
-
レ
ベ
ル

k
マ
ス
a

レ
ベ
ル
の
相
院
を
む
析
す
る
と
、
て
つ
マ
ヶ
ロ
的
な
閉
山
内
、
寸
片
品
川
、
突
出
叫
と
し
て
町
村
対
的
平
等
の
草
川
女
性
が
F
d
b
J

*'[，，[におけL守也イι。〉メゾ・レベル分有

最
近
の
実
薩
研
究

ー」
h
d
}入
品

?
r
f
J

':-l~ 

伎
は
こ
れ
ま
で
社
会
苧

F
の
け
町
て

取
近
で
は
攻
治
安
川
叫
に
刻
す
る
尖
説
的
な
併
完
治
増
え
つ
つ
あ
る

別
交
の
じ
ー
火
弓
一
切
っ
た
の
は

L
-
パ
ャ
ア
ル

八
つ
ノ
ヰ
代
か
ん

最
低
賃
金

政
治
品
な
お
に
お
け
る
干
等
問
題
に
均
す
る
州
究
が
少
な
か
っ
た
こ
主
張

ν

政
利
T

ベ
出

[
ヤ
ノ
九
つ
年
代
内
j
i
l
l
A

坑
に
お
け
る

ゎ

y
に
し
た
回
日
明
分
杯
を
↓
わ
り
た
。

市
民
の
AT
刈

小
絶
叫
川
問
問
仁
司
ず
る
白
昨
投
山
川
を
や
ア

そ
の
州
究
明
、
は
、
ト
院
一

tmuの
応
れ
主
に
つ
い
て

選
前
が

」
上

V
一わずムノ

J
4
6
1
1
 

分
の

いJ
八八
1
引
持
層
の
人
々
の

一
分
の
一
の
所
持
恒
よ
り

h
C
U今
日
以
】
影
響
り
が
あ
り
、

F
り
¥
分
の
一
の
引
持
層
内
H
M
警
は
ほ
と
山
ど
な
い
と
い
っ

一
、
ょ
い
と
の
結
束
が
科
ら
れ
た
c

し
い
v

も
、
投
票
作
…
土
、
政
治
的
知
長
を
2

ン

i
u
l
ル
し
て
も
、
そ
の
結
果
は
わ
す
か
に

L
か
変
わ " ノし
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ら
な
い
f

い
、
っ
ー
も
の
で
4
h

りる

パ
一
ア
ル
ス
の
叶
究
め
対
r
d

革
は
!
泣
に
つ
い
て
の
み
で
あ
っ
た
が
、

に
広
げ
た
の
が

M
-
ギ
レ
ソ
こ
へ
の
州
北
川
で
あ

ぬ
の
一
川
党
一
ア

1
タ

は

九

八

咋

か

ら

つ

-C
二什
f

に
か
け
て
の
全
同
サ
ベ
イ
で
あ
る
が
、

中
川
い
や
同
位

A
O
M
m
の
所
担
問
叫
の

選
好
が
変
化
し
て
も
、

示
見
の
芯
れ
が
ほ
レ
J

レ
と
変
化
し
な
い
の
に
対
し
て
、

上
f
j

ド
々
心
持
の
所
得
層
の
引
退
い
貯
の
変
化
い
付
し
て
は
、

誌
は
ば
た
一
匹
的
な
応
答
ゃ
示
し
て
い
る
巳
ま
た
、

教

JfEL一叫ん
J

に
つ
い
て
の
た
牧
で
も
、
所
得
の
彫
刻
一
F

が

K
さ
い
こ
と
が
祈
ぐ
一
れ
h
J
と

Jq
る
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
パ

l
一
フ
ル
ス
も
年
レ
〆
ズ
も
と
も
に
、

甲
一
そ
が

の
市
I
R
の
選
好
に
対
す
ザ
。

見
上
主
+
山
の
枚
、
一
一
で
あ
り
、
政
，
日
前
半
守
で
あ
る
」
と
F
F
る
ダ

1
ル
の
疋
義
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
不
峻
的
で
あ
る
ο

~C 

~ 

寸h

" 

ひ
っ
一
一
作
ず
り
こ
へ
vhι

に
か
け
て
、
不
同
政
白
川
J

会

(
h
Z
5
R
E
Hょに
μ
2一回
2
3
2
〉
2
5
2
5巳
が
、

T 

ス
コ
ッ
チ
不
ル
の
干
ノ
ヰ
で
不
干
る
と
い
を
T
L千
設
に
院
す
ミ
研
究
そ
行
二

んi
体
ヰ
ー
日
じ
て
経
済
的
叶
売
の
広
が
り
を
が
す
ヂ

i
h
y
肝
不

三
、
れ
ご
い
る
が
、
先
の

5
・
ヴ
v

i

パ
ら
の
先
行
配
究
I
C
比
べ
て
み
る
と
、
選
挙
笠
鉛
と
校
出
法

J

の
攻
司
で
は
、
教
有
が
μ
い
い
人
の
投

山示半
M

J

晶
、
七
」
と

みよ

r
そ

rpゴ
人

〈

ハ

〈

ハ

〉

0
2設
の
ピ
ス
パ
-
〆
々
の

投

U
や
が
は
二
一
ん
%
と
二
じ
・
早
川
%
と

J

J

F
ノ
Y

ノ

J

一

T

し
刀
系
の
円
十
分
存
度
仁
落
ち
込
ん
で
い
る

~
1〆
一
、
投
票
y
t
は
年
齢
と
/
一
も
に
古
川
く
な
る
こ
1
3
)

た
、
ま
だ

門
同
所
作
者
が
飢
叶
い
い

大〕↑

r
t
投
票
前
だ
け
て
な
'
¥
定
弘
で
の
献
会
や
、

札
守
山
守
組
織
へ
の
参
加
な
こ
で
も
詰
わ
め
て
有
い
こ
と
が
明
確
に
一
小
さ
れ
て
お
り
、

経
済
的
“
m
d土
「
の
同
組
が
お
詞

3
れ
る
結
果
、
こ
な
勺
て
い

更
に
は
、
ゾ
L
C
J
く
白
ス
〉
叶
向
指
数
の
明
荒
者
で
あ
る
、

K
-
ブ

i
ル
や

H
-
口

i
ゼ
ン
タ

l
j
v
向
井
も
将
治
府
長
い
、
汁
日

LLT
一州内ヂ

チ
発
表
し
た

U

枝
、
り
は
ま

γ
、
将
済
や
引
会
状
況
の
変
化
と
政
完
の
変
化
は
双
』
刀
r
け
的
じ
あ
る
と
し
、
政
治
以
外
の
要
因
で
も
た
ら
さ

れ
七
不
ド
片
十
は
、
ぱ

f

川
山
川
臼
祉
を
品
一
じ
ぐ
だ
げ
で
は
是
正
一
七
き
な
い
と
す
る
。
そ
し
と
実
証
仔
f
u
と

L
て
は
、

Z
C
Rロ7
〉
ベ
何
指
数
と

〆

九
七
に
苧
代
冷
l
h
e
p
円
一
一
致
し
て
急
激
に
高
ま
っ
て
い
〈
こ
と
41
一公
9

〈
ど
ん
同
比
仰
に
外
匡
牛
ま
れ
の
人

U
2ん
と
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2
3
2
2
L
J
戸
ロ
指
数
も
一
九

k
ハ
一
一
年
代
後
半
か
め

一
4
A
J
て
怠
品
川
に
ト
ロ
列
す
る
}
川

yd
に

二
心
心
心
力
i

じ
は
外
州
生
ま
れ
一
什
人
々

(f) 

ゐ

:
1
1
A

〉
ミ
一
、

し

λ
d
L
こレ
J

J
℃

心

4
9

止
が
ふ
り
青
一
部
で
司
ま

j

て
お
り
、

tl小
中
J

、
選
る
で
の
投
富
山
一
司
自
性
心
間
三
¥

(
出
ミ
ロ
〉
m
Eロ
と

';'-， 

/ヘエ
エハ
{ 

吋 /

丈 ウゲ
ふ

:ココ 1 

手品 L

t此レ
ヨ五主
者
九、

l~ 
:完;
()) 

分

仙
の
白
人
に
こ
べ
て
、
'
刀
教
丹
な
問
向
L
m
d

九
「
ノ
一
¥
ボ
i
/
・
7
9ケ
イ
ン

4
 

の
何
回
刊
が
凸
い
こ
と
、
間
以
下
訟
に
よ
っ
た
散
説
な
北
川
ブ
ゼ
2
け
な
い
似
と
の
ソ
フ
ト
マ
ネ

一利
r
v
uヂ

~
u
h明

J

Z
F
A
l
h
:
l
 

る
こ
と
、
込
+
一
、
一
庁
間
に
、
一
川
得
柏
市
f
t宍
質
最
低
員
令
は
一
設
し
て
h

が
っ
て
川
る
こ
と
な
ど
を
不
|
一
た

U

市
~
ど
は
交
の
分
い
相
化
は
作
力
八
刀
f

げ
一
体
制
一
ト
一
仁
政
策
法
換
を
妨
げ
た
こ
と
、
ま
h

ん
、
ハ
敢
叫
川
賃
金
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
ヂ
、
そ
の
山
内
イ
ン

7

レ
1
ン
ヨ
〆
に
よ
っ
て
、
ハ
大
賃
貸
金
が
下
が
ず
っ
と
と
肝
釈
で

3
ゐ
こ
と
な
ど
が
不
さ
れ
ム
叫
c

最
後
に
は
、
入
植
や
札
山
氏
な
ど
の
人
の

リ
制
作
問
題
は
経
済
的
な
倍
芝
山
山
川
県
一
一
に
定
一
冗

L
巴
げ
る
と
の
必
予
約
な
結
誌
も
r
下
さ
れ
て
い
之
c

ヲ
干
の
よ
う
に
件
付
凶
格
主
が
政
治
心
甘
い
山

寸
こ
と
が
次
々
と
干
さ
れ
る
山
中
で

次
一
品
空
間
モ
ゃ
ブ
ル
ー
に
は
は
同
一
次

*，1'，1におけL守也イι。〉メゾ・レベル分有

も j

現 lこ
方~ ，;:7t 

L， 
u 

M れ

s ， 

tシイ
イデ
スオ
1: リ

ベギ
ソ J

1 :b 
や

りに

:σ) 
レ，'，'
ふ 1き

ぺ~) H 
f官と
ク勺 久て
ノ，.十

;土 ~I; 済
、 :1，1

，-，; 

0) 

の
、
氏
治
参
加
に
凡
オ
ツ
ゐ
彩
盤
門
の
程
度
に
問
問

rる
克
一
計
一
勧
究

イ
ア

t
リ
ギ
ー
一
氏
好
ι
仁
川
恰
守
的
的
選
択
M

の
共
続
性
仁
よ
る
ハ
イ
ア
λ
ふ
辞

け
る
た
め
に
パ
不
ル
ヂ
?
タ
ド
万
一
川
在
日
い
大
分
析
を
行
L

刊
な
川
小
行
動
に
到
す
る
影
響
は
ん
狩
尽
の
割
台
で
、

符
済
的
選
好
が
イ

フ
?
で
口
干
v

的
混
好
に
M
M

吃
位
す
る
と

の
て
あ
る
(

多
一
帯
主
義
の
前
提
の
揺
も
ぎ

平
田
に
お
け
る
弐
、
一
下
義
の

ι
つ
い
て
は
、

多
川
市
を
ど
の
よ
う
に
一
バ
部

f
る
か
が
政
市

y
ト

J
U
M

で
も
意
L

川
町
了
に
お
い
て

も
大

3
な
予
白
川
で
あ
っ
た

以
凶
よ
れ
多
一
百
十
f

義
の
必
に
対
し
て
は
抗
刊
が
あ
〉
た
が

先
干
一
円
い
け
れ
ん
」
つ
に
以
一
一
と
の
実
剖
併
市
に
は

政
治
参
加
に
お
け
る

WJ
題
と
し
て
は
J

フ
オ
口

E
1
約
な
分
和
化
以
外
に
も
、

経
治
的
な
要
川
川
に
よ
る
出
警
が
大
き
い
こ
と
を
不
じ
て
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お
り
、
多
(
刀
工
1
4
7

北
一
チ
員
定
的
に
評
川
す
る
い
坊
の
人
々
に
対
し
て
も
政
治
的
作
付
干
の
武
夫
/
い
み
、
以
γ

疋
下
十
リ
一
義
の
前
提
ど
一
泊
ら
い
で
い

フ
ア
〆
い
、
勺
大
き
な
問
忍
を
投
げ
y

か
け
2

台
、
と
に
な
っ
九
J

1

〆
罰
ず
る
こ
と
が
山
ボ
ム
ω
ι
J
-
h
う

昨
今
、
政
治
資
金
の
地
甘
や
U

ピ
イ
ス
ト
指
数
は
ま
す
主
す
活
学
】
化
す
る
一

フ
ー
ド
ス
夕
、
〆
ブ
の
利
山
者
の
守
隔
が
市
じ
ら

れ
る
こ
と
な
、
て

こ
の
危
憎
い
が
け
し
い
よ
う
仁
感
じ
さ
せ
ふ
の
で
あ
る

η

こ
れ
ま

F
の
議
ぬ
を
昨
ま
え
た
上
一
¥
次
卒
で
ヘ
ベ
制
化
の

原
因
と
政
策
以
定

γ
つ
い
亡
河
皮
、
明
日
引
1
9

る
υ

阿
国

分
極
化
と
政
策
決
定

分
様
化
の
函
闘
用
穏
係

y
リ
i
人
レ
〈
ル
で
分
傾
化
が
起
一
ふ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
政
沿
投
烹
一
γ
政
党
一
致
度
な
ど
か
ら
見
て
院
内
一
い
な
い

3

し
か
し
な
が

、
フ

γ
ソ
へ
・
レ
ペ
ル
む
の
分
怖
ヒ
に
つ
い
と
は
明
誌
な
比
拠
は
な
い
っ

F
X
2
ゴ
2
5
二
円
一
台
ゴ
ハ
ヨ
ヨ
E
一r
E

調

一
L

L

E

J

:

L

i

一
ノ
ア
ノ
合
l
U
F
F
E

査
に
i
o

れ
之
、

八
四
%
の
有
は
守
が
説
会
は

J

冗
派
的
に
飼
っ
て
い
る
と
答
え
、
そ
の
内
山
口
出
は
苦
)
ノ
、
信
州
っ
て
い
る
し
y

↓
芥
え
て
ド
る

r

:
こ
、
ip--

η
川
%
の
有
株
主
は
分
割
孜
前
子
育
'
疋
的
一

政
府
を
好
ふ
り
の
は
二
凶
%
に
過
失
一
な
い
と
い
う
給
呆
も
山
J

て
い
る
、

主亨

ま
-，~， 

九
立

Z

シ
ス
タ
ン
ト
に
一
一
h
%
押
吹

午
か
ら

λ
八
年
y
い
へ
何
広
い
時
期
や

y
っ
て
一
以
て
も

ヨ
政
選
羊
に

h
い
ご

万
上
の
分
的
投
票
が
あ
J

と
?

)

L

が
位
認
さ
れ
一
、
い
る
一

也
、
ら
に
、
政
先
の
分
械
化
は
-
九
八
ヘ
)
午
代
ド
起
こ
っ
て
い
る
が
、
小
い
権
芸

の
政
党
支
村
府
の
L

し
回
汁
が
起
こ
っ
た
の
は
一
九
九
つ
年
代
で
あ
り
、

政
党
灯
一
分
}
羽
化
す
る
時
期
の
々
が
、
古
い
泳
者
の
八
刀
械
化
す
る
時
間

よ
り
、
時
期
的
に
先
ノ
行
l
た
と
す
る
誠
治
も
し
あ

六
一
コ
咋
作
、
か
ら
保
守
的
な
市
部
え
で
立
が
円
八
杓
I

」
ん
し
〈
連
品
川
ん
す
る
こ

し
か
し

と
は
ま
れ
じ
は
な
治
っ
た
の
が
、

ふ
け
ノ
ハ
ム
凡
ホ
ー
の
法
以
小
川
山
改
正
後
、

7

7
リ
カ
系
有
住
者
の
増
加
↑
よ
り
南
部
の
H
R
d
寸
前
な
山
↓
丁
ポ
支

一0

1

人
政
ー
一
%
の
同
友
件
が
が
っ
た
と
い
う
議
ヘ
ポ
円
休
は
、

持
者
が
全
下
山
市
を
離
れ

斗
ハ
有
党
支
持
に
一
一
一
わ
る
こ
と
一
よ
三
人

ノ戸
l

、
判
;
'
豆
上

〆

じ
;
h
!
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度
を
引
に
す
れ
ば
通
説
で
あ
う
へ

r

こ
の
議
論
は
エ
日
卜
‘
レ
ベ
ル
で
も
マ
ス
'
レ
ベ
ル

C
も
、
狩
佼
の
問
題
を
除
け
ば
当
て
は
ま

〉
一
一
ノ
一
一

フ

r
i
p
λ
h
N

円
に

マ
ス

-
L
ベ
ル
で
全
く
分
極
化
が
担

F

」つ

C
い
な
い
と
ま
で
は
一
百
ょ
ん
な
い
p

ろ、っ。

こ
こ
で
同

μと
な
A
V

の
は
、
?
に
金
却
し
た
よ
う
に
了
一
寸

i
卜

-
L
ベ
ル
と
ァ
J
ハ‘

L
ベ
ル
で
の
初
回
川
や
考
よ
ハ
ブ
ω
場
合
に
は
、
ド
へ
き

な
ハ
J

ア
ス
が
や
存
す
る
こ
と
で
あ
一

J

た
u

干
の
つ
巨
は
、
議
ん
い
戸
で
誌
員
が
行
、
つ
い
北
県
行
対
?
と
、
有
権
者
の
選
ギ
じ
の
投
州
出
/
七
日
引
を

間
の
評
僚
が
刊

C
扱
う
訪
問
品
、

つ
王
り
戸
、
ン
シ
汗
ン
・
ノ
、
J

ユ
1
2
パ
レ
ン
ス
・
ィ
シ
コ
!
と
の
直
川
町
渋
い
を
ど
う
許
低
ず
る
か
'
の
時

題
で
あ
り

ワ
凶
は
イ
デ
オ
U
ギ
!
日
中
川
巡
好
引
札
に
も
経
済
的
な
摂
灯
の
追
川
、

経
清
仲
村
一
玉
川
内
河
川
川
町
出
が
政
庁
参
加
の
間
出
ゼ
高
じ
て

大
年
一
」
丸
公
影
習
を
与
ん

C
い
と
こ
と
ご
め
つ
れ
r
f

P
A
C
 (
政
治
治
動
委
員
会
)

に
よ
る
政
治
奇
主
の
供
給
の
数
哨
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ

子
一
、
以
リ
刊
に
必
字
、
な
経
済
的
コ
ス
ド
が

官
同
情
し
て
い
る
と
さ

利
持
集
川
川
の
市
助
J
E
出
川
間
ぐ
に
入
れ
れ
ば
、
活
動
米
忠
医
寸
前
】
の
説
得
々
が
治
す
よ
う
L

も
田
ぺ
支
司
令
コ
次
い
は
、

*，1'，1におけL守也イι。〉メゾ・レベル分有

K
・
ク
L

i

ピ
ル
と

D

W

リ

i
k
ら
の
工
リ
i

人
レ
ベ
ル
に
い
お
け
る
議
九
日
に
つ
い
て
更
に
険
計
を
加
え
七
み
た
い

d

議
会
で
の
政
策
決
定
理
論
再
者

検 1'rt;
~JI: l":l1 
Jハチ

CiI下
穀 沼
てw で

あき
ノJ な
と し i

しミ L 
つ
ク E支
レ党
l 円、
己 tiS
Jt グ〉

の 議
役員
約l に
は:，it，j 
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u
v
ド
の
鼠
論

D
-
w
-
ロ
i
ド
の

J-
論
が
ソ
?
!
?
ル
ヘ
品
川
心
天
を
姉
、
ズ
七
州
論
乙
し
ご
ぬ
わ
れ
た
F
J
と
は
ム
ー
ま
で
の
と
こ
ろ
な
い
も
の
P
E
R

わ
れ

3

F

寸
し
ド
ハ
ソ
士
山
仇
ぉ
mみ

i
小

l

c

=

一
仁
言
M
P
U

人
政
党
と
ぷ
只
の
選
好
ト
主
な
h

が
あ
る
場
行
い
は
、

す
る
影
皆
!
万
を
実
証
す
る
こ
と
は
難
し
い

U

そ
の

E
味
で
z
U
市
総
当
が
以
h
ソれ、

そ
の
巡
り
?
あ
ろ
っ
。
し
か

L
U
-
-
?
に
L
ご
み
れ
ば
、
選
好
の
甫
な
り
が
心
ノ
な
い
こ
と
が

な
の
で
あ
/
ご
し
、
そ
の
結
束
は

政
党
同
抗
日
刀
や
政
完
一
致
J
l
p
結
果
ー
と

L
て
不
す
こ
と
が
出
求
ふ
と
い
う
二
と
に
な
る
だ
ろ
う
c



ま
た
、
ぷ
去
に
お
け
る
議
日
の
恒
三
灯
が
可
変
的
こ
考
え
る
こ
と
や
、
政
党
副
部
に
よ
る
ア
ジ
一
〆
ダ
七
ご
ア
イ
ゲ
ヰ
£
厚
相
す
る
こ
こ

は

ロ
グ
ロ

3
1
シ
グ
や
安
協
な
ど
の
多
数
派
一
作
の
存
J

れ
い
、
あ
る
い
は
そ
の
幼
ー
守
化
と
親
和
的
ご
あ
人
叱
し
か

L
、
p

と
え
政
党
日

i草
寺内

11::' 

。ζ

考
え
て
お
、
大
統
領
こ
の
間
一
吋
ι

町
、
政
日
効
用
本
に
よ
っ
ご
、
ど
の
朽
度
、
ニ
此
〔
買
の
選
好
正
一
化
を
つ
か
明
で
、
き
も

の
か
に
つ
い
て
は
砕
か
に
股
味
さ
や
残
し
て
い
る

一
一
)
ク

L
l
ピ
ル
円
二
院
毛
布
川

K
'
ク
レ

l
ピ
ル
の
ば
栄
氏
定
エ
デ
ル
は
、
プ
〆
ソ
ニ

1
・
ダ
ウ
〆
ス
h

の
中
り
i

投
川
礼
用
品
に
、

z
八
統
拐
の
仲
汗
擦
と
院
じ
の

7
ィ
リ
パ
ス
タ
ー
の
存
在
を
取
り
仏
7
ん
だ
回
転
一
時
(
℃
2
0
E
E
理
へ
川
で
あ
り
、
議
員
の
前
一
品
立
の
分
布
は
考
忘
に
人
れ
な
い
ノ
ン
パ
ヲ

一万

で
あ
る

f

一
叫
つ
亡
、
米
凶
の
川
H
M
E

持
、
日
造
を
そ
の
ま
ま
禎
計
し
ん
だ
け
の

メ
リ
ノ
ウ
な
守
J

ノル

の
八
ん
悦
か
ら
UHH

旧
な
モ
デ
ル
〆

モ
デ
ル
で
あ
り
、

そ
の
玄
川
市
ポ
新
し
い
μ
川
市
ヤ
推
論
二
八
日
ん
で

v
な
い
ペ

こ
の
モ
デ
ル
は
、

χ
C
M
二
/
寸
〉
、
コ
口
也
小
川
知
な
L
Y

に
よ
:
¥
政
完
の
選
肝
の
や
置
が
μ
J
え
ら
れ
れ
ば
、
出
家
の
成
γ
h
H

ヤ
グ
リ
J

F

N

ケ

〉

2
4
;
E
R
ミ

J

d
u
%
Jれ
マ
ハ
l

J可
月
4
L
V
、口
f
-

発
F

ん
の
一
副
明
が
出
寸
へ
る
よ
う
に
設
J
さ
れ
て
い
る
マ
1
F
ル
で
あ
る

v

そ
の
意
味
に
お
、
て
、

お一

モ
デ
ル
外
在
的
に
抜
、
つ
こ
と
に
対
寸
る
批
判
川

1
4

は、

の配紛れ
M
H
J
t
ζ
J
山市川
u

て
ド

ζ

い
宇
ど
の
政
、
児
の
波
川
引
を
、

ケ

レ

ピ

ル

に

r
っ
て
は

筋
立
い
の
批
判
「
あ
ろ
う
っ
こ
の
ケ
レ
}
ピ
レ
の
一
セ
デ
ル
は
品
会
内
部
の
山
口
白
川
町
h

ぺ
ん
に
じ
っ
い
と
の
時
系
列
お
肢
か
叶
誌
に

41引
人

J

剖
判

4M
に
逆
説
的
で
あ
る
が

お
河
転
川
相
川
{
論
で
説
川
で
き
な
い
こ
が
は
、

1
4
窓
仇
造
以
外
で
一
説
明
さ
札
る
べ
さ
何
ら
か
の
変
化
が

起
こ
っ
た
こ
レ
J
を
不
す
と
い
っ
草
川
叶
も
か
め
て
、
以
議
決
~
心
の
ベ
/
ヰ
マ
ク
こ
な
り
得
る
却
r
一
刷
な
の
で
あ
ゐ

ク
レ

l
ピ
ル
は
、

政
党
の
選
好
守
一
段
完
に
と
〉
亡
は
料
品
的
に
匂
プ
え
ら
れ
る
一
雨
時
中
ア
(
変
化
)

(
操
作
化

と
い
う
概
念

γ
省
主
換
え

L
)
、
内
交
的
な

Z
土
足
同
日
〉
凶
何
指
療
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
一

J

亡、

γ
λ
+
レ
ベ
ル
ト
対
ι
9
る
1
間
接
的
な
剛
山
祭
を
行
、
つ
こ
と
な
く
、

議
会
山
川
ど
け
て
の
蹴
祭
で
U
l
v
ー
の
品
ム
川
会
一
枚
訴
し
上
下
っ
と
試
み
た
c

そ
の
結
果
民
法
民
の
辺
町
好
変
化
に
政
党
は
大
き
く
は
影
響
を
与
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ス
て
お
ら
ず
、
人
絞
慣
の

の
ん
が
大
き
い
こ
一
円
う
も
の
で
あ
っ
た

f

し
か
し
、
た
仁
当
べ
F

ょ
、
ぺ
な
政
治
参
加
に

P
Q

州
市
冗
な

ど
に
は
ん
京
〈
触
れ
ム
れ
亡
い
な
い
{
ま
た
、
太
統
領
の
影
響
川
キ
検
託
す
る
に
ふ
弘
一
た
つ
と
、

ク
レ
ピ
ル
が
政
説
川
変
数
で
あ
る
↓
?
許

ー
ん
日
を
内
政
衰
に
パ
け
限
定
〆
た
の
は
、
外
父
や
市
事
に
阿
川
ず
る
同
副
会
一
扱
わ
ら
い
7

い
う

F

一
三
ご
あ
り
、
十
八
統
m
川r
は
完
全
保
附
や
外

交
の
川
刈
四
位
に
詞

L
C
ぷ
ム
抗
弁
比
、
へ
て
刊
社
労
に
大
台
な
川
和
探
力
t

主
将
っ
て
い
る
と
す
る
通
説
の
1
h

山
崎
に
町
、

hJt
ば

そ
の

E
味
で
ク

レ
ー
に
ル

h

は
ト
へ
き
争
政
川
叫
が
あ
る
と
青
わ

い
の
て
b
め
p

心。

)
本
質
的
な
刻
山

ク
レ

1
ピ
ル
は

ノ
ン
パ
ブ
メ

P
ワ
ソ
ク
な
中
佐
川
北
山
一
方
山
評
論
で

口
l
L
P
は
政
党
が
↓
Y
極
化
、

一
但
法
的

一
成
り
立
つ
ぷ
治
を
ペ
甘
い

J
q

な
わ
ず

J

謀
長
の
逃
肝
ヘ
ηγ
什
が
以
時
化
し
て
レ
ス
こ
と
を

一
朱
件
副
抗
」
と
し
た
一
義
掃
を
れ
っ
た

そ
の
占
、
叩
で
は

れ

の
一
良
市
が
そ
も
そ
も
対
抗
以
説
で
あ

J

た
の
か
と
う
か
一
は
疑
わ
し
い
っ

し
か
も
、
双
万
と
も
に
法
交
の
一
議
伏
の
み
を
対
象
と
し
て
お
り

*，1'，1におけL守也イι。〉メゾ・レベル分有

筆
者
の
直
一
の

Ur究
で
想
定
す
ふ
政
策
決

F

也、

j
な
わ
ち
政
泊
的
変
出
向
ど
は
リ
で
な
く
、
わ
政
的
変
問
丸
二
零
時
L
L

ず
る
射
詐
か
ら
は
漏
脱
も

各
Y

一v
q

こ
の
一
で
つ
に
玄

J

え
る
ζ

、
{
川
ぃ
祝
の
川
に

J
T刊
す
る
十
人
民
的
な
T
4
Jい一こは、

設
会
内
で
の
議
員
の
法
灯
に
鋭
化
が
弓
一

J

る
阪
に
、

指
導
お
の
影
響
が
強
い
と
似
{
止
す
る
口
証
ド
と
、
[
八
統
領
の
影
捌
け
が
拾
い
と
仮
定
す
る
ク
レ
ー
ピ
ル
の
対

J

り
で
は
な
い
か
と
パ
問
、
一
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ノ
稿
勺
は
口

i
ド
汁
ク
レ
ピ
ル
の
対
す
に
閣
し
て
の
ミ
ク
ロ
バ
な
検
証
は
、
現
行
乃
と
こ
ろ
以
ん
ど
ち
に
ポ

{
五
人
丁
ど
あ
る
と
考
え
る
、
ク
レ
、
己
ル
の

の
応
傾
向
が
強
い
と
い
う
仮
説
の
検
証
も
十
分
で
な
い
と
見
る
ょ
に
つ
一
仁
、
次
に
は

い
よ
い
よ
?
?
口
約
に
視
ム
門
'
L

件
以
げ
て
、
分
沼
化
が
政
斗
棋
士
法
~
刊
の
あ
り
ハ
-
に
ど
の

t
う
な
お
町
て
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
を
枇
浬
し

ど
h
り
も
U
1
h
~

いれ

/ 
一〆

』立
骨

取人法羊) fi3 (:-)'~--'19í) 1227 [2U;;:i. 1:1 



政
党
の
分
纏
化
の
高
ま
り
と
マ
h
J

口
約
効
果

二
)
分
?
体
化
の
刈
思
関
係

グ
ス

-
L
ベ
ル
で
は
1

1ノ

i
ト
・
レ
ベ
ル
ほ
ど
苛
湿
化
が
迭
に
で
い
主
い
と
考
、
ズ
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
、
っ

そ

二

¥
E
サ
好
の
強
度

の
進
い
や
、
有
権
者
の
政
治
参
し
引
に
お
け
る
経
悩
均
な
バ
イ
ア
ス
な
ど
に
よ
っ
て
、

マ
ス
・
レ
ベ
ル
と
の
庁
間
々
の
選
好
が
一
ム

j

l
卜
・

レ
ヘ
ル
で
の
一
品
員
の
混
一
貯
に
、
強
い
同
県
胡
山
相
会
与
え
て
い
る
て

2
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
n

つ
ま
け

J

ヮ
l

}

・
レ
ベ
ル
と

マ
J

了
レ
ベ
ル
と
の
恒
渇
ト
涜

L
L
は
、
川
思
想
円
係
の
司
ー
ん
の
尚
也
と
一
什
う
よ
り
も
む
し
己
、
両
省
内
聞
に
選
挙
を
泌
仁
て
当
然
、
あ
っ

一
、
決
る
べ
斗
河
川
忠
関
係
が
一
十
分
に
は
な
い
こ
と
」
こ
そ
が
、
大
き
な
間
同
点
じ
あ
る
し
仁
百
え
る
の
?
あ
る

U

一
)
政
党
規
律
の
一
件

政
k
r
h
d
y
空
の

l
H升
と
逃
口
貯
の
甘
祢
化
山
h
u
停
は
砕
か
に
起

P

」

p

，
て
い
る

3

口
!
ど
の
一
主
ほ
ん
晴
に
羽
化
的
と
も
者
え
ら
れ
る
が
、
大
統
治
と

の
関
係
の
快
に
も
、
本
閃
の
政
党
が
持
つ
制
度
的
な
制
約
十
位
認
し
て
お
く

F
Z一
が
ビ
要
で
あ
る
c

H
v
m
同?一一、

間
同
ん
V

九
J

一-+代

f
J
C
一一J

民
ば
全
体
代
表
よ
り
地
域
代
去
の

γ
イ
デ
ア
が
-
怖
い
の
が
泊
説
で
お
b

、

F
門
院
か
横
断
す
一
。
組
絞
と
も

に
恒
常
的
に
は

fu
存
」
に
す
に
、
一
市
民
の
り
ク
ル
?
ト
や
4
J
間
選
で
も
ハ
リ
ん
か
コ
〆
ト
ロ
7

ル
は
で
矢
な
い

ま
b
J

し
状
記
は
企
図
組
織
、

ま

一
一
冗
代
表
制
の
も

と
で
、
分
対
設
庁
が
往
生
し
、

設
党
組
律
の
!
昇
と
ら
M

J

一
可
決
定
コ
す
い
J

の
間
保
は
一

E
約
一
仁
は
次
ま
ら
主
レ
バ

」
分
坤
化
の
間
百
点

政
党
は

h
y肌
世
話
主
体
の
山
F
A
M
川
ど
は
一
勺
な
川
県
明
H

止
を
持
た
な
い
ま
ま
い
分

-w一化
L
て
お
り
、

は
党
の
分
間
化
い
つ
い
J
L

は、

成
立
が
分
様
化
し
説
集
刊
を
同
め
、
政
党
国
伯
作
も
品
め
て
点
、
政
治
市
ん
ハ
枠
内
合
意
レ
ベ
ル
を

iL 
る

ま
れ
)
、

れ
一
言
ぜ
る
と
い
っ
引
山
崎
U
h
r
悼
は
付
も
な
い
に
思
に
分
割
氏
的
状
況
の
申
ぐ
此
党
別
作
を
税
制
苅
に
高
く
す
る
と

れ
吋
λ
J
V
ι

沼
)
、
ズ
て
の

多
数
派
じ
伶
を
百
μ

止
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
党
内
じ
の
政
散
決
f
t
が
仮
に
1

均
半
的
い
な
コ
た
レ
y

し
で
も
、
一
議
会
山
下
依
い
と
し
て
の
多
数
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派
作
は
減
歩
行
政
問
的
ム
出
H
m

レ
ベ
ル
が
低
下
せ
ざ
る
世
円
い
な
い
戸
一
ノ
古
ら
、
政
治
的
に
行
わ
れ
る
政
策
党
投
宝
キ
減
少
さ
せ

7
?
一

と
に
な
る
だ
ろ
う
、

か l

m司

~，!2.. 

"消

本
「
川
で
の
仏
論
や
一
叶
田
幸
吉
川
に
ぷ
J
f

ば
以
下
の
よ
ろ
い
な
る
だ
ろ
、
っ
。

小
山
米
村
山
統
治
悦
横
山
は
、

J

一
フ
オ
ロ
年
間
で
の
分
極
化
え
け
で
な
士
、

政
治
安
加
経
路
に
お
け
る
符
討
豹
パ
イ
F

ス
F

し
ご
コ

j

、

j
t
J
r
i
 

股
ム
旧
的
平
等
と
い
う
事
一
川
、
一
下
誌
の
悶
殺
が
指
勺
い
で
い
ゐ
c

殴
党
の
分
い
料
化
の
進
/
れ
は
、
有
権
背
の
選
好
の
変
化
と

は
1
八
凡
な
因
果
関
係
が
な
く
、

そ
の
J
Z

戒
で
江
川
枕
性
に
疑
以
が
持
た
れ
る
、

以
党
の
刻
律
強
化
は

K
M党
レ
r
の
多
数
派
化
い
い
の

波
川
y
b一
足
し
て
、
政
治
的
交
抑
い
の
て
什
路
を
述
じ
ら
い
れ
欧
/
L
M

変
出
択
は

H
雑
仁
な

y
v
p
Z
一

米
同
の
政
党
の
分
椋
化
や

λ
ノドに人ょっ

*，1'，1におけL守也イι。〉メゾ・レベル分有

礼
枠
内
上
円
乃
は
、
少
な
く
と
も
そ
引
が
け
で
は
、
政
立
の
科
つ

の
山
川
上
に
は
杭
び
つ
か
な
い

v

に汁
d

一
一
、
〉
¥
三
十
二

R
T
h
1
J
ん

っ

て

市

?

議
会
ふ
た
統
怯
と
政
党
院
で
の

の
長
「
〆
口
川
つ
つ
も
、
政
党
の
ハ
ワ
料
化
問
也
に
佐
川
山
、
か
斗
て
/
も
の
と
な
っ

た
r

ま
た
ぶ
ん
ぶ
に
お
け
る
よ
統
治
こ
政
包
の
影
響
力
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ミ
ケ
ロ
内
な
分
析
は
ム
マ
の
レ

τ」
ろ
小
完
企
で
あ
け
、
ぶ
一
情

で
の
伊
川
人
相
は
て
ク
口
的
な
分
析
い
委
ね
ら
れ
る
他
な
い
レ
号
、
え
る
の
で
あ
る
バ
例
に
は
、
仮
に
分
割
攻
府
下
で
の
党
税
律
の

立
y
J
な
変
換
三
を
減
ら
す
こ

J

て
お
、
そ
の
事
象
は
そ
れ
だ
け

る
の
だ
ろ
う
か

ι

昨
今
、
日
じ
を
佐
官
め
し
い
る
ん
統
泊
権
々
の

特
権
約
者
界
市
(
に
紛
領
令
、
者
'
話
時
宣
「
ー
な
と
~

に
よ
る
「
七
政
均
な
は
筑
波
化
一
の
憎
れ
を
も
た
り
し
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
な

い
の
だ
ろ
う
カ
n

そ
し
て
ん
体
、
ー
と
し
て
、
は
日
ぷ
九
位
荷
量
一
2
政
党
の
九
三
一
申
化
m

分
告
は
府
の
山
川
川
と
の
関
係
は
ど
う
な
の
げ
に
ろ
う
か

U

可-一
η
1
〉
・

L
ベ
ル
}

で
は
分
阿
佐
化
い
か
進
む
中
で
、
今
度
は
人
統
源

従
っ
て
ム
「
t

h

刊
の
諜
思
と
し
ぐ
は
、
少
な
J

と
も
議
会
レ
ペ
ル

と
議
会
と
の
関
係
日
つ
い
て
、
刊
に
分
子
政
府
で
あ
る
場
ム
r
ー
に
そ
う
で
な
い
均
台
に
分
け
て
、
行
政
的
政
京
父
料
自
の
変
化
に
う
い

C
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メ
ゾ
・

ν
ベ
ル
と
の
ヘ
刀
r
川
を
ノ
れ
い
、

本
橋
で
ね

J

と
政
治
的
変
鋭
的
分
析
こ
玉
必
午
門
わ
せ
れ
ぽ
、
全
体
レ
「
午
、
の

f
ク
日
前
な
構
造
計

伯
け
る
の
と
は
な
い
か
と
考
え
る

占
守
一
一
一

i
J
i
:
;
:
 

L

一一
j
i
l
-
-
c

ま
と
よ
本
州
内
外
Z

フ
ハ
ド
一
」
の
〉

寸
d
p
/
/
J

十

た

じ

i

l

J

d

J

、
ク
ロ

p

凡
な
精
判
明
な
判
中
し
も

統
治
機
構
の
ど
の
長
縄
問
経
路
の
分
申
で
あ
る
の
か

亡
、
と
の
ふ
ろ
な
?
十
伍
ゐ
一

μ
め
て
い
F

ぬ
の
か
ド
特
定
さ
れ
な
い
恨
九
一
士
灯
成
果
は
減
殺
r

」
れ
る
口
地
刀
で
迂
年
三
遣
い
琵
隠
し
て
き

た
、
政
治
と
妊
治
の
刀
、
+
勺
の
訪
山
崎
に
ま
た
が
る
ミ
ク
ロ
研
究
の
成
果
を
取
り
入
れ
し
い
な
い
マ
ク
ロ
叫
究
も
同
様
で
あ
る
と

tY/品村一

ろ
う
。
ー
刀
法
論
的
な
性
明
日
ニ
ゼ
抱
え
つ
つ
も
、

双
方
の
歩
み
寄
れ

F

の
山
中
か
九
一
兆
h
ん
な
知
見
が
生
ま
れ
る
こ
と
や
信
じ
、
今
後
も
併
内
ん
を
正

J

二
3

c

u
I
L
 

市
r人
l
f
r

て
は
、
山
行
双
葉
「
日
本
来
の
杭
治
機
川
市
比
於
の
枠
組
み
」
(
医
大
仏
の
品
r
K
3六
r
勺
、
一
一
r
)
一
、
〉
八
て
司
乙
j

¥

1

共
玉
統
治
除

符
の
蛍
拝
と
停
滞
口
院
へ
出
品
一
千
市
川
人
特

h

パ
「
九
一
一
じ
っ
九
一
、
け
い
ヘ
「
H

恥
去
の
対
治
伐
構
の
別
主
I
Y

起
用

(kt人
法
い
う
7
第
六
一
さ

川
方
、
ペ
μ

一門、

(
、
ヮ
ニ
ミ
ク
ロ
と
↑
ィ
ケ
口
こ
の
む
晩
、
つ
い
に
は
、
榊
原
リ
モ
吋
、
川
史
的
y
J
烹
一
「
包
会
科

r

に
お
け
れ
旬
笠
誌
と
羽
実

(
H
A内
刊
行
許
試
可
柱
、

九
八
一
戸
、
九

U
〈

J
Uハ
が
分
か
り
品
い
、
社
会
利
宇
に
お
い
¥
一
)
の
ミ
ク
ロ
v

マ
ケ
U
Aつ
認
ヘ
ロ
山
間
一
一
叶
て
り
じ
円
、
経
済
」
お
領
山
崎
仁

お
い
ご
議
論
さ
れ
一
1
主
一
亡
し
お
か
¥
与
に
式
I

一J

ご
も
、
ミ
ク
門
と

γ
~ノ
ロ
の
校
企
川
煩
い
う
い
て
は
、
結
晶
か
山
々
と
い
る
わ
け
で
は
な
}
¥

〕
川
洋
「
玩
代
才
今
口
A
H
F
ら
J
U

へ
剤
ぇ
J

t

現
代
選
言
、
一
八
〕
口
内
)
、
五
同
行
れ
古
川
ぺ
斉
藤
被
守
到
し
い
い
性
信
ゐ
了
ク
一
フ
シ
カ
ル
レ
-
ケ
ペ
〆

i
ア
ン
の
週
一
山
一
(
有
斐
同
一
一
J
O
i
心
、
一
一
一
円
ト
、
苦
悩
c

え
が
凶
む
の
工
回
統
治
械
情
?
対
象
干
し
/
¥
マ
ケ
口
と
ミ
ク
ロ
の
お
台

を
悦
町
一
し
一
人
札
た
は
よ
旧
持
一
、
の
日
~
ん
は
片
山
口
設
中
ん
(
代
表
)
と
-
統
治
戸
内

f
J
弐
斗
力
政
治
ト

f

講
談
判
、
一
ハ
一
ハ
ー
と
な
ど
が
凡
て
主
て

一はいザ
Q
o

(
3
一
言
現
川
(
2
」
の
問
題
と
も
関
係
オ
る
が
、
孜
ム
川
、
土
問
師
、

F
の
ん
げ
法
一
日
一
叩
に
つ
い
て
は
烹
本
的
な
部
分
で
、

ι干
の
混
乱
が
主
ら
れ
る
よ
、
っ

γ

目
わ
れ
る
そ
ご
で

4
柏
で
多
弔
す
る
ー
明
中
即
日
開
係
引
き
付
け
ー
と
」
千
三
¥
力
百
諭
に
同
l
て
日
間
牛
ぷ

ι
L
、
本
梢
の
A
V
M
h
「
明
ら
か

に
し
て
お
ミ
た
い
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*，1'，1におけL守也イι。〉メゾ・レベル分有

科
学
的

A
明
一
見
町
ど
は
、
た

tハ
が
る
続
引
的
関
連
川
円
よ
ハ
r
も
も
う
少
山
山
疋
さ
れ
て
い
る
が
、
凶
山
で
で
ノ
ば
も
っ
少
し
ん
い
概
念
ζ

L
ご
恒
世
づ
吋
レ
札
る
、
ぃ
「
山
明
し
は
い
く
つ
か
通
対
が
あ
り
、

G
m川県
J
J
説
判
、
品
川
一
伝
川
を
一
土
門
斗
ん
ム
M
W
Jヘ
バ
川
品
川
ご
ぷ
材
、
引
河
川
f

論
的

け
一
杭
f
t

よ
る
此
明
fm

炉
}
ア
あ
け
ら
れ
る
亡
、
司
一
の
事
例
一
に
は
、
本
カ
ロ
さ
の
ハ
ザ

f
よ
ポ
表
せ
る
こ
Lv

が
八
九
河
辺
わ
る
し
〆
、
い
ま
ま
で
説
明

の
さ
な
か
っ
た
戸
工
が
v

わ
い
ろ
込
町
?
き
る
ー
か

L
、

d
が
工
N

(

)

で
あ
る
こ
と
い
凶
巣
関
係
は
な
い

)μ
開
山
は
久
『
れ
、
J

哲
学
内

巨
命
f
f
N
H
X
ヴ
ァ
ケ
ス
、
一
ハ
〆
ひ
九
)
、
一
一
一
ぃ
戸
、
に
J

照一

k
hは
、
一
ー
を
弱
め
つ
つ
、

r多
汗
わ
い
工
に
LM
却
を
行
つ
亡
し
る

こ
;
て
い
る
J
Tム
れ
ど
に
、
二
の
朴
字
的
詩
川
机
少
に
ノ
い
て
J
U

へ
川
レ
ベ
凡
ヰ
一
也
、
亡
命
v

、
一
正
人
間
一

μ

ー
は
い
刈
志
一
い
η

間
い
を
ー
一
円

'
μ
L
つ

つ
、
問
、
ん
ば
り
祈
台
化
の
た
め
に
は
引
が
た
け
て
い
る
か
を
不
ず
こ
し
r

一
レ
い
ー
ょ
う
い
川
象
化
さ
れ
て
い
く
が
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